
炭素の純度が90%前後ならマスバランスがとれて純粋なAl4SiC4が
合成できていることから、Al4SiC4の合成過程は、気相種による
反応も全体の反応機構に寄与している。
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Al4SiC4の製造 樹皮炭を用いたAl4SiC4の合成

Me-Al Me-Si Graphite Me-Al Me-Si Bark charcoal

Al4SiC4

1700 C-5 h-Ar

Al4SiC4

1700 C-5 h-Ar

凝集粒子が生成
粉砕が困難
原料コストが高価
製造コストが高価

単結晶粒子が生成
粉砕が容易
原料コストの安価
製造コストの安価

樹皮炭以外の木質系炭素でも応用可能か否かを検討

鱗状黒鉛使用時 樹皮炭使用時

木質炭素使用によるAl4SiC4の合成

Me-Al Me-Si

1700 C, 10 C/min, 5 h, Ar (2 L/min)       

a) Bark charcoal / 1000 C / 88.2 % b) Commercially charcoal / 77.2 % b) Commercially charcoal / 1000 C / 91.2 %

粒径
解砕後粒子径は-45mが99.9%以上

粒子形状
6角板状粒子の単結晶

生成鉱物相
Al4SiC4

粒径
解砕後粒子径は-45mが66.1%以上

粒子形状
6角板状とそれ以外の粒子で凝集

生成鉱物相
Al4SiC4

Al4O4C

Al

Si

粒径
解砕後粒子径は-45mが96.8%以上

粒子形状
6角板状粒子の凝集

生成鉱物相
Al4SiC4

Al4C3

炭素の純度が90%前後ならほぼAl4SiC4単相となっ
ており、マスバランスがとれている。

樹皮炭および樹皮炭で合成したAl4SiC4のTEM観察

樹皮炭

電子線回折像樹皮炭 / 高倍率

Al4SiC4

Al4SiC4 / 高倍率 電子線回折像 / a軸:0.328nm
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Al4SiC4のa軸が理論値と同等であり、純粋なAl4SiC4が合成され
ている(樹皮炭の不純物は固溶していない)。マスバランスは過
剰なAlやSiがガス種として系外へ揮散することで保たれる。


